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市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

16
日（
木
）▽
在
京
秋
田
県
人
新
春
交
歓
会（
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
）

17
日（
金
）▽
地
域
高
規
格
道
路
大
曲
鷹
巣
道
路
の
整
備
促
進
特
別
要
望（
国
土
交
通
省
）

18
日（
土
）▽
北
秋
田
市
芸
術
文
化
協
会
新
春
交
流
会（
コ
ム
コ
ム
）

19
日（
日
）▽
森
吉
婦
人
会
第
26
回
新
春
婦
人
の
つ
ど
い（
森
吉
公
民
館
）▽
増
沢
自
治
会
北
秋
田
市
と
の
交
流
会（
増
沢
自
治
会
）

20
日（
月
）▽
新
年
度
予
算
市
長
査
定（
本
庁
舎
）▽
伊
藤
碩
彦
氏
旭
日
小
綬
章
受
章
記
念
祝
賀
会（
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
秋
北
）

22
日（
水
）▽
職
員
提
案
制
度
表
彰
式（
本
庁
舎
）

23
日（
木
）▽
岩
手
県
一
関
市
視
察
団
ボ
ル
タ
ー
秋
田
視
察（
ボ
ル
タ
ー
秋
田（
株
））▽

北
秋
田
市
建
設
業
協
会
意
見
交
換
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

24
日（
金
）▽
秋
田
北
鷹
高
校
ス
キ
ー
部
後
援
会
激
励
金
贈
呈（
同
校
校
長
室
）▽
あ
き
ぎ
ん
会
新
年
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

25
日（
土
）▽
鷹
巣
建
設
技
能
組
合
新
年
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

27
日（
月
）▽
北
秋
田
市
若
者
の
生
き
る
支
援
研
修
会（
文
化
会
館
）▽
交
通
死
亡
事
故

ゼ
ロ
3
6
5
日
達
成
に
伴
う
警
察
本
部
長
顕
彰
伝
達
式（
本
庁
舎
）

29
日（
水
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
被
災
地
派
遣
職
員
激
励
会（
本
庁
舎
）▽
北

秋
田
市
地
域
ケ
ア
推
進
会
議
委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）

30
日（
木
）▽
地
域
高
規
格
道
路
大
曲
鷹
巣
道
路
整
備
に
か
か
る
第
8
回
勉
強
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

31
日（
金
）▽
大
館
能
代
空
港
圏
域
の
翼
ツ
ア
ー（
都
内
）

1
日（
土
）▽
豪
風
引
退
押
尾
川
襲
名
披
露
大
相
撲
、市
民
栄
誉
章
授
与
式
、断
髪
式（
両
国
国
技
館
）

3
日（
月
）▽
企
業
訪
問（
都
内
）

5
日（
水
）▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会 

第
3
回
理
事・監
事
会（
イ
ヤ
タ
カ
）

6
日（
木
）▽（
株
）日
本
郵
便
と
の
包
括
的
な
連
携
に
関
す
る
協
定
締
結
式（
本
庁
舎
）▽
小
猿
部
地

区
自
治
会
長
連
絡
協
議
会
地
域
振
興
に
か
か
る
交
流
会（
七
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）

8
日（
土
）▽
第
26
回
北
秋
田
市
も
ち
っ
こ
市（
道
の
駅
た
か
の
す
）▽
市
長
と
語
ろ
う
！

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
高
校
生
）（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

9
日（
日
）▽
元
衆
議
院
議
員
村
岡
兼
造
氏
合
同
葬
儀（
由
利
本
荘
市
文
化
交
流
館
カ
ダ
ー
レ
）

10
日（
月
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議 

定
例
会（
米
代
流
域

衛
生
セ
ン
タ
ー
）▽
同
組
合
解
散
式（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

11
日（
火
）▽
第
42
回
北
秋
田
市「
建
国
記
念
の
日
」を
祝
う
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

12
日（
水
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議
定
例
会

（
森
吉
庁
舎
）▽
鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健
医
療
福
祉
協
議
会（
北
秋
田
地
域
振
興
局
）

13
日（
木
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
第
9
回
県
北
地
域
の
今
後
の
地
域
展
開
に
関
す
る
意
見
交
換
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

14
日（
金
）▽
被
災
地
派
遣
職
員
活
動
報
告（
本
庁
舎
）▽
第
9
回
森
吉
山
ダ
ム
水
源
地
域

活
性
化
協
議
会（
コ
ム
コ
ム
）▽
合
川
小
学
校
い
ぶ
り
が
っ
こ
贈
呈（
本
庁
舎
）

◇
１
月
16
日
〜
２
月
15
日

　
北
秋
田
市
の
死
亡
事
故
ゼ
ロ
3
6
5
日

達
成
に
伴
う
秋
田
県
警
察
本
部
長
顕
彰
の

伝
達
式
が
、
1
月
27
日
に
市
役
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
秋
田
県
警
察
本
部
長
顕
彰
は
、
交
通
安

全
対
策
を
推
進
し
、
発
生
か
ら
30
日
以
内

に
死
亡
し
た
場
合
を
含
む
交
通
死
亡
事
故

が
一
定
期
間
発
生
し
て
い
な
い
市
町
村
に

授
与
さ
れ
ま
す
。

　
北
秋
田
市
は
、
平
成
31
年
1
月
22
日
に

発
生
し
た
事
故
以
降
、
市
民
が
一
体
と

な
っ
て
交
通
事
故
防
止
活
動
を
推
進
し
、

令
和
2
年
1
月
22
日
を
も
っ
て
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
3
6
5
日
を
達
成
し
ま
し
た
。

伝
達
式
で
は
、
北
秋
田
警
察
署
の
成
田
實

署
長
か
ら
、
津
谷
市
長
へ
賞
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は
「
防
災
ラ
ジ
オ
を
使
っ
て

交
通
安
全
の
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
き
た
。
市

民
の
方
々
へ
の
意
識
づ
け
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
る
」
な
ど
と
話
し
、
成
田
署
長

は
「
北
秋
田
市
で
の
交
通
安
全
運
動
は
、

同
規
模
の
市
に
比
べ
る
と
参
加
者
の
数
も

多
く
積
極
的
な
取
り
組
み
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
を
継
続
し
て
機
運
を
盛
り
上
げ
て
も

ら
い
た
い
」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
1
月
24
日
に
は
、
北
秋
田
市
の
長
年
に

わ
た
る
自
衛
隊
募
集
な
ど
の
協
力
に
つ
い

て
評
価
さ
れ
、
防
衛
大
臣
か
ら
の
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

死
亡
事
故
ゼ
ロ
3
6
5
日
達
成 

秋
田
県
警
察
本

部
長
顕
彰
を
受
賞
・
防
衛
大
臣
か
ら
感
謝
状

▲秋田県警察本部長顕彰の伝達式では成
田實北秋田警察署長から津谷市長へ

▲防衛大臣からの感謝状が自衛隊秋田協
力本部大久保正広本部長から津谷市長へ

　
２
月
６
日
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整

備
局
で
は
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

の
整
備
の
見
通
し
が
令
和
８
年
ま
で
に
県

内
で
は
全
線
開
通
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
当
市
に

か
か
る
整
備
区
間
と
し
て
、
二
ツ
井
今
泉

道
路
（
4
・
5
k
m
）
に
つ
い
て
は
、
ト

ン
ネ
ル
工
事
等
が
順
調
に
進
め
ば
、
令
和

５
年
度
に
開
通
す
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
当

市
の
整
備
区
間
に
つ
い
て
は
全
線
開
通
す

る
見
込
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
津
谷
市
長
か
ら

「
こ
れ
ま
で
国
土
交
通
省
を
は
じ
め
各
関

係
機
関
に
早
期
開
通
を
働
き
か
け
て
き
た

結
果
で
あ
り
、
本
市
に
と
り
ま
し
て
大
き

な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
二
ツ

井
白
神
Ｉ
Ｃ
間
ま
で
を
含
め
て
全
区
間
の

早
期
開
通
に
向
け
た
要
望
活
動
を
継
続
し

な
が
ら
、
当
市
の
発
展
に
向
け
て
、
引
き

続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」

な
ど
と
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
ま
し
た
。（
市

H
P
に
全
文
掲
載
）

日
沿
道
二
ツ
井
今
泉
道
路（
仮
）小
繋
I
C
〜（
仮
）今
泉
I
C
間
開
通
見
通
し

令
和
５
年
度
に
は
日
沿
道
の
当
市
区
間
が
全
線
開
通
へ

▲北秋田市建設促進期成同盟会視察で小
繋トンネルで説明を受ける様子（11月
25日、日沿道小ヶ田～小繋間）

　
北
秋
田
市
と
日
本
郵
便
株
式
会
社
と
の

包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
締
結
式
が
、

２
月
６
日
に
市
役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
、

地
域
活
性
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
等
の

推
進
に
向
け
た
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
協
定
締
結
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

有
す
る
人
的
・
物
的
資
源
を
有
効
に
活
用

し
て
、
地
域
の
活
性
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
等
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

既
に
締
結
し
て
い
る
「
災
害
発
生
時
の
協

力
」「
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
の
協
力
」「
道

路
損
傷
等
危
険
個
所
、
不
法
投
棄
等
の
情

報
連
携
」
に
加
え
、
新
た
に
「
地
域
経
済

活
性
化
に
関
す
る
こ
と
」「
未
来
を
担
う

子
ど
も
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
」「
女
性

の
活
躍
推
進
に
関
す
る
こ
と
」「
地
方
創

生
に
関
す
る
こ
と
」
の
４
つ
の
項
目
を
盛

り
込
み
、
再
締
結
し
た
も
の
で
す
。

　
締
結
式
で
は
、
津
谷
市
長
と
鷹
巣
郵
便

局
の
増
村
拓
局
長
が
互
い
の
協
定
書
に
署

名
し
、
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
定
締
結
に
あ
た
り
、津
谷
市
長
は「
か

ね
て
よ
り
地
域
の
郵
便
局
が
そ
れ
ぞ
れ

持
っ
て
い
る
機
動
力
や
日
々
の
業
務
に
よ

る
市
民
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
市
民
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
う
え
で
、
き
め
細

か
い
対
応
に
努
め
て
も
ら
っ
て
お
り
、
大

変
心
強
い
連
携
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

本
日
を
契
機
に
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
に

向
け
た
環
境
整
備
並
び
に
地
域
活
力
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

連
携
協
力
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
増
村
局
長
は
「
住
民
の
皆
さ

ま
の
安
全
な
生
活
の
お
手
伝
い
の
ほ
か
、

観
光
資
源
の
P
R
へ
の
協
力
な
ど
を
地
域

経
済
活
性
化
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
安
全
安
心
、
快
適

で
豊
か
な
生
活
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ト
ー
タ
ル
生
活
サ
ポ
ー
ト
企
業
と
し
て
、

地
域
社
会
と
の
連
携
を
深
め
て
取
り
組
ん

で
い
く
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

北
秋
田
市
と
日
本
郵
便
株
式
会
社
と
の
包
括
的
連
携
に
関
す
る
協
定
締
結
式

住
民
の
安
心
安
全
と
地
域
の
活
性
化
を
連
携

▲協定書を手に増村鷹巣郵便局長と津谷
市長が握手を交わす


